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平成 28年度 若葉独立防災再をた活動報:告 野犠29年 4月
懸 瓢

下記のとお り実施致 しました。 ご協力有難 う御座いました

今後 とも宜 しくお癬:い申し上.げます。

1.  4月 10日 (日) 役員会議 (発足式に向けての詳細打含せ)
4月 23日 C■D 光が丘独立飾災隊連絡協鼠‖憾議緩ミ 鼻獣 轟癖i

2.  4月 24日 (日》 賄災隊発足式             41名 出席
来養 宮崎市会議員
顧 光が丘地区独立防災隊連絡協議

~―
門倉副会長

3. 6月  4日 (土) 陽光台5丁目放水訓練参珈]       9名 参加

4. 6月 19日 (土) 独立誌災隊投員拡大 (班療:以上)会議  18名 出席
(本年度防災機器の選定、訓練計画等 )

5.  7月 14日 (本) 若葉独自の敏水訓練実地の詳細につOllて会議

6.  8月 20日 (上) 光が丘ふるさとまつリノてLr― 卜      8名 参加

7.  9月  4日 (8) 第二□漁市饉災隊隊員全体会議      28名 出席
α回硼4練、今後の訓練講濃金等について)

8.  9月 11日 (日) 光磨宝職奪購災隊含同訓練
(投てき消費畿 てんぶら油消史訓練〉 11名 参加

9。  9月 25日 (日)若葉独立鱗災隊主催放水謝糠 (縁訓練場) 23名 参加

10.10長:16日 (日)光が丘5会場での防災訓練 く疇光台11抑
傲 立随災隊から協力参加 》

・10名参加
訓練経了後小林理髪店横の消実栓でスタンド
バイプの取り扱い等全員で体験した

1. 11月 20日 (日) 講演会 (高野甲子雄氏)ニュージャバン火災 18名参加

2+12月 19日 (月) 役員銭
(規約、組織図等全面改訂、予算案、一時選難所講

3.1涯 :21曰 く土》 光が丘地区独立鋳災隊連捐会 鈴木会長、黒沢隊長参加
4. 1月122日 て日) 第二固独立鮪災隊隊員郷 4:会議     26名 出席

5。 2月日 2曰 く日) 彗独立防災隊共催地震災選菫需演 陽光台公民館 16名参加
(講師 蘭倉防災マイヌ.ター≫

16. 2月 13日 (月) 一時避難場所看板 道保llI公園に設lE
て7. 2月126日 (日) 巨大地震の生存確立  青業小学校体育館

(講師 仲西宏之氏)
18,3歴 112日 (8)光 が丘含同聴災訓練 lC}～

緑消勝署副練揚  放lκ訓練、無籠 信訓練他

?名参加
19名参加

19. 3月 30日 (本) 役員会議

20. その他 実施した手摂
* 不用消火器廃棄斡旋
* 簡易トイレ CiI製〕斡旋
* 天ぶら油消火樺斡旋
* 消火栓表示 (小林理髪店横)
* 跡災倉庫の鍵 副隊長以上配布

延べ209名 参加 +役員会

消りЦホース (15M2本調達)



29年度   若葉独立防災隊訓練計画 (案}
29年 4月

下記の1通 り予定 してお ります。議錬嵐繰 り返 しが必要です。    隊長暴沢

1.  4月 23日 (日)総会
① サントrtイプ2～3本 連絡する識練 (邁播)

0 二連様子操作訓練 (自途裁
③ 簿易握業取り擬い訓練 〔自治会館肉)

2.  5月 中旬
① 無縮機通話議燎 〔自治会館～一時避難所 》

構報儀達輩主体

3.  6月 18麗 (日)
○ 技水訓練         く緑消防署爾1榛爆>
② 消史番による通史訓練

4.  9月 1中旬
① 避難副練  各家庭から一斉選難 催覇譲:公目一時避盤所)
対象者 若業地区全員 緋 金員も書む》

乾Att λ よ支総

② 水消火器L~よる蒲爽訓練 備H丁目野口さまのL~3カ)

5を   10,日未定
③ 光が丘5会場での臨要r」I練 (躊光台選ヽ学幕D
協力参加

6_  2ヶ月に一回
○ 発電機及びチエンソーの機能点検

緯務部主体

7.  全隊員会議
① 7月の全体会議で東日本人震災及び熊本地震l●ビデオ政映
朝日ヶ丘自治会長 蒔様のご協力

3
以 上


